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適応的バッチ処理が地域センサー
ゲートウェイの待ち時間を短縮する

低消費電力エッジノード12台でのトレース再生
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エッジの適応的バッチ処理

要旨 ローカルな待ち行列に応じる軽量バッチ規則は、トレース再生時のゲートウェイ遅延中央値を下げ、無線起動

回数を基準の電力枠内に保った。
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主な成果

制御にはローカル待ち行列長だけを用いる。

バースト負荷と定常負荷の両方を再生した。

1. はじめに

地域センサーのゲートウェイには突発的な送信が集

中する一方、無線起動には厳しい上限がある。本稿

は待ち行列の圧力でバッチ数を変える局所規則を提

案する [1]。

2. 方法

低消費電力ノード12台で48時間の合成トレースを再
生した。基準方式は8パケット固定とし、提案方式
は現在の待ち行列長から2〜8を選択した。

3. 結果

適応方式は待ち時間中央値を34%短縮し、無線起動
の増加を2%に抑えて、事前設定した5%の枠内に収
まった。

3.1 ゲートウェイ評価

方式 待ち時間中央値 1時間あたり起動数

固定バッチ 820 ms 18.4

適応バッチ 541 ms 18.8

b ​ =t min(8,max(2, ⌈q ​/3⌉))t
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制御にはローカル待ち行列長だけを用いる。[1]

方式,待ち時間_ms,起動数_毎時
適応,541,18.8

4. 考察

提案規則は制約の厳しいゲートウェイにも実装で

き、共有状態を必要としない。今後はトレース再生

だけでなく、損失や季節変動を含む実環境で検証す

る必要がある。
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